
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北斗市観光振興プランⅡ 

平成３１年３月 
令和４年３月修正 

北海道北斗市  



 

 



 

北斗市観光振興プランⅡの策定にあたって  

 

北斗市は、平成２８年３月の北海道新幹線開業を見据

え、平成２４年度を「観光振興元年」と位置付け、「きじ

ひき高原の整備活用」、「桜回廊構想の推進」、「体験型観光

の振興」、そして「スポーツ合宿の誘致」の４本柱を中心

とした「北斗市観光振興プラン」を策定し、市民皆さまの

ご協力を得ながら、官民一体となって、観光による経済・

地域の活性化に取り組んで参りました。 

おかげさまで、北海道新幹線開業年は、観光入込客数が

過去最高の１２３万７千人となり、あらためて高速交通

体系の整備や、メディアで取り上げられる宣伝効果による地域経済に及ぼす影響

の大きさを実感したところです。 

新幹線開業から早いもので３年が経過し、この度、新幹線開業以降の新函館北

斗駅周辺の状況変化をはじめ、サッカー・ラグビー場の整備、外国人観光客の入

込の増加など、本市を取り巻く状況の変化を踏まえた将来の観光像を掲げるため

「北斗市観光振興プランⅡ」を策定させていただきました。  

観光の振興は、人、モノ、情報の交流を活発化させ、経済や地域の活性化に「つ

ながる」リーディング産業で、旅行・宿泊・輸送・飲食・お土産、体験業などの

既存の産業を連鎖させながら、それぞれの可能性を引き出す｢複合産業づくり｣の

ツールだと考えます。 

私は市政をお預かりしてから、一貫して申し上げております「まちづくりの理

念」として、経済・社会・環境を巡る広範な課題に統合的に取り組むための持続

的な開発目標「ＳＤＧｓ（エスディージーズ）」がございます。 

市民、民間、行政が輪でつながり一体となって、賑わいを点から面に「広げる」、

新たなアイデアによる観光客の受入体制を「創る」ことで、一過性なものではな

く、継続的かつ持続的な回遊性ある観光のまちづくりを目指して参りたいと考え

ております。 

今後、この計画に掲げた観光のまちづくりの実現に向けて、皆さまと一緒に取

り組んでいきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。  
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１ 背景と目的 

 本市では、平成２３年度に「北斗市観光振興プラン」を策定し、平成２４年度を「観光振興元年」と

位置づけ、「きじひき高原の整備活用」、「桜回廊構想の推進」、「体験型観光の振興」及び「スポーツ合宿

の誘致」の４本柱を中心に、ハード、ソフト両面から北海道新幹線開業を見据えた観光振興に取り組ん

できました。 

 北海道新幹線開業後、新函館北斗駅周辺の状況をはじめ、外国人旅行者の増大、新たなスポーツ施設

の整備、少子高齢化による人口減少の対策など、本市を取り巻く環境変化を踏まえ、本市の自然、歴史、

文化、産業など様々な側面において、国際社会全体の普遍的な目標である持続可能な開発目標（ＳＤＧ

ｓ）の共有に努め、特色ある観光資源を活用した滞在型観光や周遊型観光の推進に向けた取り組みによ

る交流人口の拡大が求められます。 

 このことから、交流人口の増加や観光消費の拡大、ひいては本市の活性化を見据えた効果的で実効性

のある観光振興プランを策定します。 

 

２ 計画の位置づけ 

 本計画は、「第二次北斗市総合計画」（計画期間 平成３０年度～令和９年度）と「北斗市まち・ひと・

しごと創生総合戦略」（計画期間 平成２７年度～令和元年度）をはじめ、国や道の関連計画との整合性

を図りながら、本市の観光の振興を総合的かつ戦略的に推進するための行動指針、取組の方向性、具体

的な施策を示したものです。 

 

３ 計画の期間 

本計画の期間は、令和元年度（2019年度）から令和５年度（2023年度）の５年間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 計画の策定組織及び策定期間 

 （１）策定組織 

   学識経験者、市内各種関係団体の実務者及び観光関係事業者の実務者で構成される「北斗市観光

振興プラン市民検討会議」を設置し、本計画の方針や内容に関する全般的な協議・検討を行います。 

 （２）策定期間 

   平成３０年６月～平成３１年３月 

 

第一章 観光振興プランの基本的な考え方 

北斗市 

観光振興プランⅡ 

（令和元～５年度） 

観光立国推進基本計画 
（平成 29～令和 2年度） 

第二次北斗市総合計画 
（平成 30～令和 9年度） 

第２期北斗市まち･ひと 

･しごと創生総合戦略 
（令和 2～6年度） 

第５期北海道観光の

くにづくり行動計画 
（令和 3～7年度） 
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１ 国の動向 

 国は、「明日の日本を支える観光ビジョン」（平成２８年３月３０日明日の日本を支える観光ビジョン

構想会議決定）を踏まえ、観光立国の実現に関し、総合的かつ計画的に講ずべき施策を推進するための

基本的な計画として「観光立国推進基本計画」を策定し、平成２９年３月２８日に閣議決定したところ

です。 

 同計画には、観光立国の実現に関する施策についての基本的な方針や目標とともに、国が総合的かつ

計画的に講ずべきと示された具体的な施策等について定められ、国はこの計画に基づいて、観光立国の

実現に関する施策を推進しています。 

 

■観光立国推進基本計画 

基本的な

方針 

１．国民経済の発展 

 －観光が、日本経済を牽引し、地域を再生する－ 

２．国際相互理解の増進 －観光が、真に開かれた国をつくる－ 

３．国民生活の安定向上 －観光が、明日への活力を生む－ 

４．災害、事故等へのリスクへの備え －安全・安心な観光の実現と東北の観光振興－ 

計画期間 ４年間 

※従来の計画は 5 年間の計画期間としていましたが、観光ビジョンの目標年次や 2020 年東京オ

リンピック・パラリンピック競技大会の開催を踏まえ、令和２年度までを新たな計画の計画期間

としています。 

観光立国

の推進に

関する目

標 

 

＜2020年までの目標値＞ 

●国内旅行消費額：21兆円【平成 27年実績値：20.4兆円】 

●訪日外国人旅行者数：4,000万人【平成 27年実績値：1,974万人】 

●訪日外国人旅行消費額：8兆円【平成 27年実績値：3.5兆円】 

●訪日外国人旅行者に占めるリピーター数：2,400万人【平成 27年実績値：1,159万人】 

●訪日外国人旅行者の地方部における延べ宿泊者数： 

7,000万人泊【平成 27年実績値：2,514万人泊】 

●アジア主要国における国際会議の開催件数に占める割合： 

3割以上・アジア最大の開催国【平成 27年実績値：26.1％・アジア最大】 

●日本人の海外旅行者数：2,000万人【平成 27年実績値：1,621万人】 

 

資料：観光庁 
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２ 北海道の観光動向 

（１）観光入込客数の推移 

■観光入込客数、外国人来道者数ともに減少 

   北海道の観光入込客数（実人数）は、北海道新幹線開業後の平成２９年度に過去最高となる５，

６１０万人を記録していますが、平成３０年度は微減、令和元年度以降は新型コロナウイルス感染

症の世界的流行による旅行需要の大幅な減少が響き、令和元年度は平成２９年度に対し５．９４％

減少の、５，２７７万人、令和２年度は平成２９年度に対し４０．５０％減少の３，３３８万人と

大幅な減少となり、平成２２年度以降、人数は過去最低、減少幅は過去最大となりました。 

外国人については、観光客に対する入国拒否等の措置を講じたことから、皆減の０人となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■全圏域で減少 

平成２８年度以降のピークを圏域別にみると、道央圏が平成３０年度、道南圏が平成２８年度、道

北、オホーツク、十勝は平成２９年度、釧路・根室は令和元年度となっております。 

令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により大幅な減少となりました。 

一方で、複数の市町村においては、キャンプ場やスキー場など、３密が避けられる屋外施設の集客

が好調となるなど、コロナ禍における特徴的な動きもみられております。 
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H28 H29 H30 R1 R2

観光入込客数（実人数）及び宿泊客数の推移（単位：万人）

道内客 道外客 外国人客 宿泊客延数

【北海道観光入込客数調査】 

50.0%

60.0%
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80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

H28 H29 H30 R1 R2

観光入込客数（延べ人数）の推移（圏域別）

道央 道南 道北 オホーツク 十勝 釧路・根室

※H28年度の観光入込客数を 100として、その増減を示したもの 【北海道観光入込客数調査】 
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■著しい伸びのアジア地域 

平成２８年度以降の訪日外国人来道者数は、中国や韓国などアジア圏の北海道人気や、国際線の新

規就航や増便が追い風となり、平成３０年度に３１２万人となり、過去最高を更新しました。 

令和元年度からは、新型コロナウイルス感染症の影響で減少し、令和２年度においては観光客に対

する入国拒否等を講じたことから０万人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■夏季に集中する観光客 

観光客の延べ泊数を季節別にみると、年間の約４割が夏季（６～９月）に集中し、冬季（１２～３

月）は約３割にとどまっています。一方、外国人は、夏と冬の２つのピークがあることがわかります。 
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季節別宿泊客延べ数（単位：千人泊）

（H28～R1平均）

全体 外国人
【北海道観光入込客数調査】

中国 546,600 

中国 666,000 

中国 708,900 

中国 594,000 

台湾 529,600 

台湾 614,800 

台湾 594,200 

台湾 488,900 

韓国 424,300 

韓国 639,400 

韓国 731,200 

韓国 436,900 

香港 170,800 

香港 203,200 

香港 205,000 

香港 177,800 

タイ 168,700 

タイ 159,400 

タイ 235,200 

タイ 210,600 

マレーシア 125,800 

マレーシア 124,000 

マレーシア 128,900 

マレーシア 106,900 

米国 65,100 

米国 77,100 

米国 103,400 

米国 104,100 

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000
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H30

R1

訪日外国人来道者数（単位：人）
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米国 シンガポール オーストラリア カナダ ロシア インドネシア

フィリピン イギリス フランス ドイツ その他 【北海道観光入込客数調査】

全体 外国人 
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■修学旅行の受入 

北海道への修学旅行は平成１１～１２年頃までは全国トップクラスであったものの、平成１５年度

以降は沖縄県へのシフトが進み、現在では沖縄県の半数以下に減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：人） （単位：校） 
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【(社)北海道観光振興機構、沖縄県文化観光スポーツ部観光政策課】 
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（２）観光客の動態 

■来道観光客の属性 

北海道を訪れる観光客の属性をみると、道外観光客では女性より男性が多くなっており、外国人

観光客は男性より女性が若干多くなっています。 

年齢別では、外国人観光客の方が比較的若い年代が多く、２０代、３０代、４０代の順で多いの

に対し、道外の観光客は、５０代が最も多く、６０代、４０代の順となっている。道外から来る観

光客の居住地では、関東が５１．７％と群を抜いて多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 48.2%

男性 58.5%

女性 51.3%

女性 41.6%

無回答 0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外国人観光客

道外観光客

来道観光客の性別構成（H30～R1平均）

男性 女性 無回答
【北海道来訪者満足度調査】 

10代
3.1%

10代
3.5%

20代 35.9%

20代 19.8%

30代 31.7%

30代 14.5%

40代 15.8%

40代 16.8%

50代
8.7%

50代 18.9%

60代
3.7%

60代 17.7%

70代以上 0.8%

70代以上
8.8%

無回答 0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外国人観光客

道外観光客

来道観光客の年代構成（H30～R1平均）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答
【北海道来訪者満足度調査】 

東北 8.1%

関東 51.7%

北陸・甲信越
3.2%

中部 10.6%

関西 15.6%

中国・四国
4.9%

九州・沖縄
5.9%

道外観光客の居住エリア（H30～R1平均）

【北海道来訪者満足度調査】 
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  ■家族旅行が大半 

   来道観光客の旅行形態をみると、家族旅行が大半を占めており、外国人観光客については、団体・

グループも全体の３分の１を占めていることから、ＦＩＴ化の流れの中でも、団体旅行の需要につ

いても一定程度あるものと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■外国人観光客は長期滞在者が多い 

   来道観光客の旅行日程をみると、道外の観光客で最も多い日程が２泊３日、次いで、３泊４日と

なっています。また、外国人観光客は、６泊以上が最も多く長期滞在者が多い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

  

一人旅
10.5%

一人旅26.6%

家族旅行 55.4%

家族旅行 38.7%

団体・グループ 35.6%

団体・グループ 33.9%

その他 1.0%

その他 1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外国人観光客

道外観光客

来道観光客の旅行形態
（H30～R1平均）

一人旅 家族旅行 団体・グループ その他
【北海道来訪者満足度調査】 

日帰り1.3%

1泊
17.3%

2泊
36.7%

3泊
22.6%

4泊
7.6%

5泊以上
14.3%

無回答0.2%

道外観光客の旅行日程
（H30～R1平均）

【北海道来訪者満足度調査】 

日帰り・1泊0.6%

2泊
4.1%

3泊
12.4%

4泊
21.9%

5泊
15.6%

6泊以上
42.3%

外国人観光客の旅行日程
（H30～R1平均）

【北海道来訪者満足度調査】 
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■道外観光客の８割がリピーター、外国人のリピーターも増加 

   道外の観光客のうち、８０%以上が過去に北海道を訪れた経験があるリピーターで、５回以上の

来道経験を持つ「北海道ファン」は４５%を超えています。また、外国人観光客のリピーターも増

加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自然や花の人気が上昇 

   道外観光客と外国人観光客の旅行目的で、双方とも１位は「北海道の食を楽しむ」、２位は「自

然・景勝地観光、四季の体験」となっております。 

旅行目的の上位については、道外観光客と外国人観光客ともに同様な目的となっております。 

 
 

＜道外観光客の旅行目的の推移＞ 

令和元年度  平成 30年度  平成 28年度 

1 北海道の食を楽しむ 60.4%  1 自然鑑賞 42.8%  1 都市観光 53.9% 

2 自然・景勝地観光、四季の体験 43.5%  2 都市観光 35.8%  2 自然鑑賞 45.7% 

3 温泉入浴 29.6%  3 温泉・保養 33.9%  3 特産品の買物・飲食 35.4% 

4 繁華街の街歩き 21.4%  4 特産品の買物 26.5%  4 温泉・保養 32.7% 

5 ショッピング（特産品） 21.0%  5 ショッピング 17.7%  5 花の名所めぐり 14.4% 

6 北海道の酒を楽しむ 15.0%  6 帰省、親戚・友人宅訪問 11.4%  6 動物園・水族館 14.3% 

7 ショッピング（一般） 12.5%  7 ドライブ 10.7%  7 ショッピング 13.7% 

8 美術館･博物館･動植物園等 11.7%  8 動物園、水族館 10.1%  8 ドライブ 13.4% 

9 ドライブ 11.6%  9 道の駅めぐり 9.8%  9 道の駅めぐり 9.7% 

10 親戚・友人宅訪問 11.0%  10 仕事 7.8%  10 テーマパーク・遊園地 3.7% 

【北海道来訪者満足度調査】 

 

  

初めて 14.6%

初めて 18.6%

2回 13.1%

2回 14.0%

3回 11.7%

3回 13.4%

4回 9.5%

4回 8.9%

5回以上 49.3%

5回以上 35.9%

無回答
1.8%

無回答
9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R2

R1

道外観光客の来道回数の推移
（H30～R1平均）

初めて 2回 3回 4回 5回以上 無回答

初めて 66.2%

初めて 71.8%

2回 17.0%

2回 15.0%

3回
6.3%

3回
4.6%

4回 3.1%

4回 1.6%

5回以上
5.0%

5回以上
4.5%
無回答2.4%

無回答2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H30

外国人観光客の来道回数の推移
（H30～R1平均）

初めて 2回 3回 4回 5回以上 無回答

【北海道来訪者満足度調査】 

【北海道来訪者満足度調査】 
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＜外国人観光客の旅行目的の推移＞ 

令和元年度  平成 30年度  平成 28年度 

1 北海道の食を楽しむ 61.8%  1 自然鑑賞 78.6%  1 自然鑑賞 79.4% 

2 自然・景勝地観光、四季の体験 54.8%  2 都市観光 52.7%  2 都市観光 62.3% 

3 ショッピング（一般） 53.9%  3 温泉・保養 52.7%  3 温泉・保養 53.4% 

4 温泉入浴 50.0%  4 ショッピング 44.5%  4 特産品の買物・飲食 49.4% 

5 繁華街の街歩き 49.5%  5 特産品の買い物 30.7%  5 ショッピング 40.1% 

6 ショッピング（特産品） 35.8%  6 スキー・スノーボード 25.2%  6 花の名所めぐり 26.0% 

7 和風旅館の宿泊 34.5%  7 動物園・水族館 15.8%  7 動物園・水族館 13.9% 

8 北海道の酒を楽しむ 23.4%  8 花の名所めぐり 9.0%  8 道の駅めぐり 7.1% 

9 美術館･博物館･動植物園等 22.6%  9 アウトドア体験 8.6%  9 スキー・スノーボード 6.7% 

10 スキー・スノボ 21.5%  10 ドライブ 6.8%  10 産業遺産･工場見学等の産業観光 4.6% 

【北海道来訪者満足度調査】 

 

■パッケージツアーの利用者は減少 

   パッケージツアーの利用状況をみると、道外の観光客、外国人観光客ともに「個人で直接手配」

が半数以上を占める結果となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.0%

13.9%

16.2%

17.7%

61.6%

53.8%

9.5%

10.0%

0.7%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H30

道外観光客のパッケージツアー利用状況の推移

ルートの決まった団体旅行 フリープラン等 個人で直接手配 特に申し込みはしていない 無回答

18.0%

15.7%

3.9%

4.7%

73.4%

74.3%

4.1%

3.6%

0.6%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H30

外国人観光客のパッケージツアー利用状況の推移

ルートの決まった団体旅行 フリープラン等 個人で直接手配 特に申し込みはしていない 無回答

【北海道来訪者満足度調査】 

【北海道来訪者満足度調査】 
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■ネット化が進む一方で窓口手配も健在 

   道外観光客、外国人観光客ともに、「インターネット」を利用した手配の割合が高い結果となって

おり、ＷＥＢ型の手配が主流となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■旅行情報の入手先もインターネット 

   旅行情報の入手先をみると、道外観光客、外国人観光客ともに「インターネット」が最も多い結

果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.7%

2.5%

3.9%

5.3%

11.0%

9.8%

8.9%

8.6%

49.1%

7.9%

4.8%

2.8%

3.0%

5.4%

5.9%

7.2%

9.7%

55.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

その他

旅行会社の窓口

ＯＴＡ旅行予約サイト

事前手配はしていない

航空・鉄道会社などに直接電話

家族、友人、知人に依頼

旅行会社のインターネットサイト

航空・鉄道会社などのネット予約

来道観光客の旅行の手配方法（移動交通）（令和元年度）

道外観光客

外国人観光客

7.5%

10.6%

3.2%

12.4%

7.8%

10.5%

4.9%

18.3%

26.4%

12.2%

7.4%

2.3%

6.1%

6.2%

8.5%

8.9%

13.5%

36.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

無回答

その他

旅行会社の窓口

ＯＴＡ旅行予約サイト

宿泊施設に直接電話

家族、友人、知人に依頼

事前手配はしていない

旅行会社のインターネットサイト

宿泊施設のホームページでネット予約

来道観光客の旅行の手配方法（宿泊施設）（令和元年度）

道外観光客

外国人観光客

1
3.
8
%

3
.9
%

0
.8
%

0
.1
%

5
.9
%

0
.7
%

6
.1
%

9
.8
%

0
.5
%

7
.1
%1
0.
1
%

4
.5
%

0
.6
%

2
.7
%

5
.5
%1
0.
2
%

1
7.
6
%

5
.2
%

6
.6
%

0
.1
%

0
.9
%

0
.9
%

1
.3
%

1
.6
%

3
.1
%

4
.0
%

4
.1
%

5
.2
%

5
.4
%

5
.9
%

7
.7
%

1
0.
3
%1
3.
7
%

2
4.
1
%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

無
回
答

そ
の
他

旅
行
の
展
示
会

新
聞

動
画
サ
イ
ト
(y
o
ut
u
be
等
）

テ
レ
ビ

個
人
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ｆ
ｂ
等
）

無
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
／
道
内
観
光
協
会

口
コ
ミ
・
比
較
サ
イ
ト

宿
泊
予
約
サ
イ
ト
（
Ｏ
Ｔ
Ａ
等
）

雑
誌

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
／
航
空
会
社

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
／
宿
泊
施
設

家
族
・
友
人
等
の
口
コ
ミ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
／
旅
行
会
社

観光情報の入手先（令和元年度）

外国人観光客

道外観光客

【北海道来訪者満足度調査】 

【北海道来訪者満足度調査】 

【北海道来訪者満足度調査】 
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  ■観光消費額単価 

   観光客が１回の観光行動で消費する金額をみると、日帰り道内客は８，１２０円、宿泊道内客は

３２，５９４円、道外客は７０，７７３円、訪日外国人来道者は１３８，７７８円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）観光産業の状況 

  ■観光消費額は増加基調 

北海道の総観光消費額は１兆４，２９８億円で、第１回調査以来ほぼ増加基調にあります。この

うち道民による消費額は６，５４０億円、来道者による消費額は４，２９６億円、訪日外国人来道

者による消費額は４，３２３億円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7,246 8,434 8,120 27,014 28,626 32,594 

69,670 73,132 70,773 

122,128 

178,102 

138,778 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

第5回

(H21.7～H22.6)

第6回

(H26.10～H27.9)

R1

観光消費額（単位：円）

道内客（日帰り） 道内客(宿泊） 道外客 外国人

【北海道観光産業経済効果調査、北海道来訪者満足度調査】 

2,723 3,110 2,947 

3,895 3,263 3,593 

4,898 
4,220 4,296 

855 
3,705 

4,323 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

第5回

(H21.7～H22.6)

第6回

(H26.10～H27.9)

R1

観光総消費額（単位：億円）

道内客（日帰り） 道内客(宿泊） 道外客 外国人

【北海道観光産業経済効果調査、北海道来訪者満足度調査】
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生産誘発額は２兆１，９１１円と推計され、このうち観光消費によって道内での原材料やサービ

スの生産に波及する直接効果と第一次間接効果の和が１兆７，２８２億円、観光消費がもたらす雇

用者の所得の増加が道内での新たな消費を生み出し、生産に波及する第二次間接効果が４，６２９

億円と推計されました。 

 観光消費がもたらす生産波及効果はサービス業、運輸・情報通信業、製造業をはじめとする様々

な産業に波及しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14,965 
17,632 17,282 

3,272 

3,265 4,629 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

第5回

(H21.7～H22.6)

第6回

(H26.10～H27.9)

R1

生産波及効果額の推移（単位：億円）

直接効果及び第一次間接効果

（生産誘発効果）

第二次間接効果

（家計迂回効果）

【北海道観光産業経済効果調査、北海道来訪者満足度調査】 

観光産業 21.2%

食料品製造業 19.1%

農業 18.9%

金融・保険業 17.6%

電気・ガス・水道業

17.3%

水産業
5.2%

林業 0.7%

生産誘発額の構成比（令和元年度）

【北海道来訪者満足度調査】 
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■雇用効果は２１万人 

 観光消費による２兆１，９１１円の生産誘発額は、２１万１１１人の雇用効果を生み出すと推計

されました。これは平成２８年度道民経済計算における道内就業者数２４１万４５人の８．７％に

相当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宿泊業の状況 

   令和３年２月末現在、北海道で旅館業法の許可を受けているホテル、旅館、簡易宿所は５，３４

８施設となっています。 

   平成２８年度と比較すると、ホテルは施設数で２．０５％減少していますが、定員数で６．１８％

増加しています。 

北斗市内の宿泊施設は、旅館・ホテルが５％増加の２０施設、簡易宿所が２０％増加の５施設と

なっています。 
 

   宿泊施設と定員数の推移 

区分 H28 H29 H30 R1 R2 

旅館・ホテル 

 施設数 2,936 2,897 2,868 2,863 2,877 

全道 客室数 109,883 108,959 11,049 115,751 117,115 

  定員 278,740 276,333 285,845 293,994 297,999 

  施設数 19 19 20 20 20 

 うち北斗市 客室数 363 363 419 419 655 

  定員 1,042 1,042 1,167 1,167 1,618 

簡易宿所 

 施設数 1,894 1,977 2,178 2,375 2,471 

全道 客室数 8,389 8,967 9,526 10,260 10,259 

  定員 37,028 39,233 40,232 43,140 43,322 

  施設数 4 4 4 4 5 

 うち北斗市 客室数 24 24 24 24 26 

  定員 136 136 136 136 141 

合計 

 施設数 4,830 4,874 5,046 5,238 5,348 

全道 客室数 118,272 117,926 20,575 126,011 127,374 

  定員 315,768 315,566 326,077 337,134 341,321 

  施設数 23 23 24 24 25 

 うち北斗市 客室数 387 387 443 443 681 

  定員 1,178 1,178 1,303 1,303 1,759 

 

  

164,431 
189,979 

210,111 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

第5回
(H21.7～H22.6)

第6回
(H26.10～H27.9)

R1

観光消費による雇用誘発者（単位：人）

【北海道観光産業経済効果調査、北海道来訪者満足度調査】 

【北海道保健福祉部健康安全局食品衛生課】 

（単位：件、室、人） 
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■旅行業者の状況 

 道内に主たる営業所がある旅行業者の登録数は、令和３年３月末現在３５７となっており、前年

度より増加しています。 

登録区分 登録行政庁 業務の範囲 H28 H29 H30 R1 R2 

第 1種 観光庁長官 

・海外・国内の募集型企画旅行 

・海外・国内の受注型企画旅行 

・手配旅行 

・受託契約に基づく代理販売 

21 22 21 20 17 

第 2種 北海道知事 

・国内の募集型企画旅行 

・海外・国内の受注型企画旅行 

・手配旅行 

・受託契約に基づく代理販売 

113 115 120 124 131 

第 3種 北海道知事 

・国内(区域限定)の募集型企画旅行 

・海外・国内の受注型企画旅行 

・手配旅行 

・受託契約に基づく代理販売 

135 148 153 154 161 

地域限定 北海道知事 

・国内(区域限定)の募集型企画旅行 

・国内(区域限定)の受注型企画旅行 

・国内(区域限定)の手配旅行 

・受託契約に基づく代理販売 

8 7 10 15 17 

代理業 北海道知事 ・受託契約に基づく代理販売 33 33 30 33 31 

計 310 325 334 346 357 

 

■旅客運送業の状況 

   道内の機関別輸送人員で、ＪＲと鉄道・軌道は平成３０年度まで増加しておりましたが、令和元

年度は新型コロナウイルス感染症の影響により減少しています。 

   道内－道外の機関別輸送人員で、平成２８年度に開業した北海道新幹線は開業年をピークに減少

しており、船舶、航空に関しては増加傾向にあります。 

機関別輸送人員の推移（道内） 
 H28 H29 H30 R1 

ＪＲ 133,330 134,611 136,377 133,961 

鉄道・軌道 239,246 241,772 241,973 238,985 

自動車 304,958 301,010 287,559 273,693 

船舶 1,669 1,787 1,651 1,535 

航空 728 775 788 772 

合計 679,931 679,955 668,348 648,946 

 

機関別輸送人員の推移（道内－道外） 

  H28 H29 H30 R1 

ＪＲ（海峡線） 1 1 2 0 

ＪＲ(北海道新幹線) 2,116 1,666 1,599 1,507 

船舶 1,734 1,782 1,804 1,853 

航空 21,210 22,157 22,380 22,015 

合計 25,061 25,606 25,785 25,375 

  

【一般社団法人日本旅行業協会】 

【数字で見る北海道の運輸（北海道運輸局）】 

単位：千人 

単位：千人 

【数字で見る北海道の運輸（北海道運輸局）】 
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■貸切バスの状況 

   貸切バス(観光バス)の事業実績は、平成２８年度以降、全項目において減少傾向となっています。 

貸切バスの事業実績（道内－道外） 

  H28 H29 H30 R1 

業者数 262 255 238 226 

車両数 3,288 3,271 3,176 2,974 

走行キロ 103,954 100,378 95,086 83,379 

輸送人員 16,058 15,603 14,159 12,918 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数字で見る北海道の運輸（北海道運輸局）】 
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３ 北斗市の観光動向と課題 

 （１）北斗市の観光動向 

   ア 観光入込客数の推移 

本市の観光入込客数は、北海道新幹線開業効果が落ち着いた平成２９年度から減少し始め、

令和２年度には新型コロナウイルス感染症の影響により、対前年比５７．８％の４２万８千人

と大幅な減少となっています。 

     令和２年度の観光入込客数は、過去最高の平成２８年度に対し３４．６２％、平成２４年度

から令和元年度の平均値８９万７千人に対して４７．７１％の数値となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

上期 403.9 468.5 558.0 766.6 919.3 674.7 521.5 525.2 252.5 

下期 289.3 250.1 413.0 292.2 318.4 322.4 236.6 216.1 176.0 

計 693.2 718.6 971.0 1,058.8 1,237.7 997.1 758.1 741.3 428.5 

対前年度比 105.4% 103.7% 135.1% 109.0% 116.9% 80.6% 76.0% 97.8% 57.8% 
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【北海道観光入込客数調査】 

（単位：千人） 
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イ 道外・道内別入込客数の状況 

     北海道新幹線開業前は、道外客の割合が一桁だったのに対し、開業後は約２０％と増加して

おり、新型コロナウイルス感染症の影響が出始めた令和２年度に関しても約２０％の割合とな

っています。 

     北海道新幹線開業が本市への来訪客の割合に大きな影響を与えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

道内客 662.6 688.6 941.8 1,013.3 1,001.1 795.1 563.3 543.8 346.5 

道外客 30.6 30.0 29.2 45.5 236.6 202.0 194.8 197.5 82.0 

計 693.2 718.6 971.0 1,058.8 1,237.7 997.1 758.1 741.3 428.5 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

道内客 95.59% 95.83% 96.99% 95.70% 80.88% 79.74% 74.30% 73.36% 80.86% 

道外客 4.41% 4.17% 3.01% 4.30% 19.12% 20.26% 25.70% 26.64% 19.14% 
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【北海道観光入込客数調査】 

（単位：千人） 

【北海道観光入込客数調査】 
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   ウ 宿泊・日帰り別の入込客数の状況 

     本市の宿泊客数の割合は１桁で推移していたが、新函館北斗駅前へのホテル進出があった平

成２９年度を境に増加し、令和２年度は１７．３２％まで増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 月別入込客数 

     本市の観光入込客数は上期に集中していたため、新型コロナウイルス感染症の影響により北

斗桜回廊が中止となった令和２年度は、５月期の入込客数が大幅な減少となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

R2 23.2 29.7 40.0 47.4 56.0 56.2 57.4 40.5 21.6 16.8 16.3 23.4 

R1 84.3 146.5 58.2 85.4 83.1 67.7 66.3 41.8 32.4 30.0 25.9 19.7 

H30 80.3 143.4 60.9 86.7 87.9 62.3 64.5 43.5 33.5 31.5 27.2 36.4 

H29 81.4 193.0 80.9 113.5 114.0 91.9 86.5 56.8 45.2 45.4 40.7 47.8 

H28 109.5 275.8 110.8 140.3 156.3 126.6 95.2 48.2 45.8 43.5 36.6 49.1 

H27 88.0 220.1 96.9 119.6 133.4 108.6 56.0 48.0 35.3 45.5 30.8 76.6 

H26 51.9 184.1 72.1 86.1 85.6 78.2 101.5 65.4 59.8 65.9 55.2 65.2 

H25 57.3 99.3 74.3 76.4 89.0 72.2 59.7 44.6 39.5 36.7 31.3 38.3 

H24 44.0 98.5 57.8 75.6 70.8 57.2 63.1 63.1 42.9 40.6 36.0 43.6 

 

  H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

宿泊 
客数 23.2 31.9 29.9 24.5 28.4 88.4 98.5 85.1 74.2 

割合 3.35% 4.44% 3.08% 2.31% 2.29% 8.87% 12.99% 11.48% 17.32% 

日帰り 
客数 670.0 686.7 941.1 1,034.3 1,209.3 908.7 659.6 656.2 354.3 

割合 96.65% 95.56% 96.92% 97.69% 97.71% 91.13% 87.01% 88.52% 82.68% 
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日帰り 宿泊 【北海道観光入込客数調査】 

（単位：千人） 
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【北海道観光入込客数調査】 

（単位：千人） 
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   オ スポーツ合宿利用者の推移 

スポーツ合宿は、北海道新幹線開業効果により、平成２９年度が過去最高の４，４８４人の 

利用者となっており、令和元年度に新型コロナウイルス感染症の影響により３千人台に減少し 

ましたが、令和２年度は３，９０２人と４千人台に迫る利用者数となっており、スポーツ合宿 

に関しては、大幅な減少にはなっていない状況です。 

 大幅な減少が発生していない要因としては、利用団体の常連化があるとともに、利用団体が 

感染予防を徹底していることによって、コロナ渦であっても合宿できる態勢となっているので 

はないかと思われます。 
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（２）主な観光資源の特徴 

  ア 新函館北斗駅周辺・国道２２７号沿い 

   ○北斗市観光交流センター 

    北海道新幹線新函館北斗駅併設の「北斗市観光交流センター本館・別館」には、本市をはじ

めとするみなみ北海道の特産品やここでしか買えない逸品などを販売しています。また、本市

を含めたみなみ北海道全体の観光情報を紹介する「北斗市観光案内所」もあり、まさにヒト・

モノが行き交う観光拠点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○きじひき高原 

    新函館北斗駅の北西部に位置し、標高６８３ｍの木地挽山一帯に広がる「きじひき高原」に

は、景観がすばらしい「キャンプ場」と森林浴を楽しめる「匠の森公園」といったレクリエー

ションに最適な施設があり、市民の憩いの場所です。 

また、平成２６年に完成し、年間約１０万人の観光客が訪れる「パノラマ展望台」は、４月

下旬から１１月上旬までの間、特に強風時でもゆっくりと景観を楽しむことができます。ここ

からは、津軽海峡や函館山、大野平野に巨大な弧を描く北海道新幹線の高架橋、箱庭のような

駒ヶ岳と大沼・小沼など様々な絶景が見渡すことができ、ドライブなどでの人気のビュースポ

ットです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北斗市観光案内所 ほっとマルシェおがーる 

パノラマ展望台 雲海 
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    ○八郎沼公園 

     きじひき高原の近くにある「八郎沼公園」は、４月下旬から１０月下旬までの間、水芭蕉や

桜、ツツジ、スイレンといった草花を楽しむことができるレクリエーション施設です。 

     令和２年度からは、観光閑散期の集客を目的とした「北斗紅葉回廊」を開催し、新たな集客

イベントとして注目されています。 

    ○体験型観光農園 

     八郎沼周辺には季節の野菜や果物を収穫することができる観光農園が点在しており、特に６

月のイチゴや７月のさくらんぼが大変人気です。 

    ○ファーマーズマーケット あぐりへい屋 

     みなみ北海道自慢の農産物や地元野菜を使った惣菜、水産加工品なども取り揃えています。

「見る・知る・選ぶ・味わう」のコンセプトで、今までにない交流体験型の農産物直売所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

八郎沼公園 北斗紅葉回廊 

体験型観光農園 ファーマーズマーケット あぐりへい屋 
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  イ 道道９６号線沿い 

   ○法亀寺シダレ桜 

    樹齢およそ３００年といわれる道内最大級のシ

ダレ桜で、高さ１２ｍから垂れ下がった枝いっぱい

に花が咲きます。「北斗桜回廊事業」のシンボルと

して、観光客に大変人気の桜スポットです。 

 

 

 

   ○大野川沿い桜並木 

    大野川沿いに続く桜並木は、昭和３４年（１９５

９年）、当時の皇太子殿下のご成婚を記念し植えら

れました。桜の開花時期のライトアップ時間は、道

路を歩行者天国とするため、ゆっくりと夜桜鑑賞を

楽しめます。 

 

 

 

   ○松前藩戸切地陣屋跡 

    安政元年（１８５４年）の日米和親条約締結後、

幕府が外国船渡来による不測の変に備え、蝦夷地防

衛の強化を図るため、翌２年、津軽・南部・仙台・

秋田・松前の五藩に分担警備させた中で、七重浜か

ら木古内までを担当した松前藩の陣屋として安政

２年（１８５５年）に築かれたものです。 

    構造は四稜郭で、完成から１３年後の明治元年

（１８６８年）箱館戦争の時、旧幕府軍に陣屋が使

われないよう、新政府軍である松前藩自らが建物に

火を付け焼き払っています。 

    ここ戸切地陣屋跡も法亀寺と並ぶ桜の名所で、陣

屋へ続く約８００ｍの桜トンネルは、大型観光バス

の観光客や家族連れで賑わっています。 
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  ウ 国道２２８号沿い（飯生～三ツ石） 

   ○貝鮮焼北斗フィッシャリー 

    漁協直営のイートイン型直売施設で、管内の漁港

で水揚げされたホッキや牡蠣、ホタテ、ツブといっ

た貝類を鉄板で蒸し焼きにして食べられます。函館

湾に面しているので、景観を楽しみながら食事を楽

しむことができます。 

 

 

   ○茂辺地川 

    南北海道でも、間近で鮭の遡上風景が見られる

「茂辺地川」は、１０月中旬から１１月中旬が見頃

で、気軽に川に近づくことができます。中流付近に

あるアウトドアに最適な「湯の沢水辺公園」があり

ます。 

 

 

 

   ○茂辺地北斗星広場 

    平成２７年に惜しまれながら引退したＪＲ寝台

特急「北斗星」の客車２両が保存され、全国の鉄道

ファンが訪れます。 

    ここ茂辺地地区では、北斗星を楽しみに訪れる観

光客を受け入れるため、花壇の整備や地域ならでは

の食の提供を行っています。 

 

 

○灯台の聖母トラピスト修道院 

    正式名称は「厳律シトー会燈台の聖母トラピスト

修道院」で、明治２９年（１８９６年）に、フラン

ス、オランダ、イタリア、カナダから９人の修道士

たちがこの地を訪れ、日本最初のシトー会トラピス

ト修道院を創設しました。童謡「赤とんぼ」の詩は、

大正時代の４年間、修道院の文学講師を務め、トラ

ピストの丘に住んでいた三木露風によって作られ

たものです。 

    ここ石別地区では、トラピスト修道院へ続く並木道の景観を生かした着地型観光として、修

道院・葛登支灯台の見学事業やレンタル自転車事業、ライトアップ事業などに取り組んでいま

す。 
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○年間のイベントスケジュール 

     北斗市は、トラピスト修道院や国指定史跡松前藩戸切地陣屋跡、眼下にみなみ北海道一の絶

景が広がるきじひき高原など、多くの観光資源があり、また、自然豊かな大地と海からとれる

豊富で新鮮な食資源に恵まれていますので、市内各種団体によって様々なイベントが催されて

います。 

     

イベント名 開催時期 開催場所 

北斗桜回廊 4月下旬～5月上旬 法亀寺ほか 

北斗陣屋桜まつり 5月上旬 松前藩戸切地陣屋跡 

グルメだよ！全員集合ｉｎ北斗 6月下旬 新函館北斗駅周辺 

本町商店街振興会夜店 7月中旬 北斗市総合分庁舎前 

北斗フィッシャリー感謝祭 7月中旬 北斗漁港（上磯地区） 

青二祭 7月下旬  エイド'03特設会場ほか 

北斗市夏まつり 7月下旬 エイド'03特設会場ほか 

七重浜商店会納涼夏祭り 8月上旬 七重浜住民センター駐車場 

北斗市商工観光まつり in八郎沼 9月下旬 八郎沼公園 

北斗紅葉回廊 10月下旬～11月上旬 八郎沼公園 

北斗市茂辺地さけまつり 11月 3日 茂辺地川下流特設会場 

北斗光回廊新函館北斗駅前イルミネーション 12月 1日～2月 28日 新函館北斗駅周辺 

北斗光回廊トラピスト通り並木道ライトアップ 12月 17日～24日 トラピスト通り 

北斗フェブラリーフェスタ 2月中旬 新函館北斗駅周辺 

新函館北斗駅前賑わい創出イベント 随時 新函館北斗駅周辺 

北斗ウェルカムマーケット 随時 市内各所 
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 （３）観光の課題 

   ア 点在している観光資源への集客・周遊をどう図るか 

本市の主要な観光資源は、新函館北斗駅を拠点とし、道道９６号線や国道２２８号に点在し

ていることから、徒歩での「まち歩き」などが難しいうえ、公共交通機関で来訪できる資源も

一握りであり、マイカーやレンタカー、観光バスなど自動車での周遊がメインとなります。 

このことから、新函館北斗駅を起点と

し、道道９６号線と国道２２８号を結ん

だ周遊ルートを重要路線と位置づけ、そ

の沿線の主要な観光資源について、民間

による受入体制を一層促進するととも

に、豊富で新鮮な食資源や豊かな自然環

境といった地域資源や、あらゆる交通機

関を活用した周遊観光ルートの多様化な

ど、観光客の回遊性の向上を図る必要が

あります。 

また、複数の進出が期待されているワイナリーは、本市にとって魅力ある新たな観光資源と

なることから、事業者への支援や他の観光関連事業者との連携を図る必要があります。 

 

   イ 北斗市の観光プロモーションをどう進めるか 

     国内外の観光客が安心して快適に観光できるよう北斗市観光交流センターを拠点に、首都圏

や北海道新幹線沿線地域からの集客促進を図るため、アンケートや観光客入込統計により観光

客の動態等を分析するなどして、ターゲ

ットを絞った効果的なプロモーションの

実施、また、ＳＮＳやインターネット等を

通じた情報発信の強化を図っていく必要

があります。 

     また、生活圏・文化圏として近い存在に

ある東北方面や、北海道新幹線延伸を見

据えた宣伝誘致活動にシフトするととも

に、新幹線駅所在自治体等との都市間交

流を通じながら、さらなる誘客促進を図

る必要があります。 
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   ウ 主要観光地での受入体制の充実や外国人旅行者への対応をどう図るか 

近年の旅行動向は、従来の団体旅行だけでなく、個人の好みや、関心にあわせた少人数での

旅行にも対応した観光振興策が求められています。 

また、外国人旅行者の消費行動に代表される「モノ消費」から北斗ならではの文化や自然等

を体験・体感する「コト消費」への消費ス

タイルのシフト等といったように旅行者

のニーズは日々変化していることから、着

地型観光の担い手となる観光協会の体制

強化、体験型観光の商品化とともに、観光

客の受入体制を充実するため、観光ガイド

の育成やおもてなし意識の醸成、インバウ

ンド対応といった分野で市民レベルでの

観光関係人口の拡大を支援していく必要

があります。 

 

   エ 北斗市での滞在時間の延長、閑散期における集客をどう図るか 

本市の観光は、現在、日帰り観光が中心となっ

ていますが、経済波及効果を考えると、１泊２日

以上の宿泊滞在型観光地への推進が求められる

ところです。そこで、観光資源に限らず、運動施

設を活用した「スポーツ合宿誘致」や、自然景観

を活用した「ロケ撮影誘致」などにより、長期滞

在に向けた取り組みが求められます。 

 

   オ 南北海道の玄関口として各地域への周遊をどう図るか 

新函館北斗駅直結の好立地で「ヒト・モノ・情報」が集う北斗市観光交流センターは、南北

海道の玄関口として、幅広い観光情報を提供するための観光案内機能やＳＮＳ、インターネッ

ト等を通じた情報発信の強化、外国人旅行客にも対応できるよう観光情報の多言語化を充実し

ていく必要があります。 

また、個々の地域のみならず複数の地域間で連携を強化し、ストーリー性やテーマ性に富ん

だ多様な広域観光周遊ルートを形成し、情報発信力を高めるため、国際観光都市である函館市

をはじめ、近隣自治体や交通事業者等との連携することが重要です。 

 

   カ 新型コロナウイルス感染症への対応をどう図るか 

     令和２年１月に国内で初感染が確認された新型コロナウイルス感染症は、本市の観光産業だ 

けではなく他の産業の経済活動に影響を与えております。 

これまで様々な対策を施し事業展開を行っておりますが、刻々と変化する感染状況に対応で 

きる対策が求められます。 
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○北斗市全体図 

（主な観光スポット 観光パンフレット抜粋） 
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１ 観光振興に向けた基本方針 

 今後の本市の観光振興においては、前章で明らかにした課題を踏まえたうえで、観光振興の柱である

「きじひき高原の活用」、「桜回廊事業の推進」、「体験型観光の促進」、「スポーツ合宿の誘致」に「トラ

ピスト修道院の景観活用」を加えた観光資源の発掘・磨き上げ・活用、プロモーション、受入体制の強

化により、観光価値を高めることが重要です。 

そこで、観光振興にかかわる人々や団体などが連携・協力しながら取組をすすめるための基本方針を

次のとおり示します。 

 

基本方針 概要 

(１)観光資源の充実及び 

周遊観光の推進 

きじひき高原や桜の名所、灯台の聖母トラピスト修道院といっ

た地域資源と、自然豊かな大地と海からとれる新鮮な食資源、

四季が明確な自然環境を生かした通年型、滞在型観光を確立し

ます。 

(２)誘致宣伝の強化 北海道新幹線沿線となる東北や北関東、首都圏などへの誘致宣

伝活動をはじめ、インターネットなどの情報ツールやメディア

を効果的に活用した情報発信により、観光客の誘客を図ります。 

(３)観光客受入体制の充実 国内外の観光客目線を重視し、観光ニーズに対応した適切な情

報を提供するため、観光案内所を核とした観光客の受入環境の

整備に努めます。また、北斗市ならではの文化や自然等を体験・

体感する「コト消費」への消費スタイルにあわせた着地型観光

を促進します。 

(４)多様な交流の推進 市内スポーツ施設を活用したスポーツ合宿や、市内観光地・自

然景観を活用したロケーション誘致等を推進し、交流人口の拡

大を図ります。 

(５)広域観光の推進 わが国有数の国際観光都市である函館市をはじめ、近隣自治体、

交通事業者などと連携し、広域での観光周遊ルートといった旅

行商品づくりを推進します。 

 

 

 

  

第三章 施策の考え方と具体的な取り組み 



■第三章 施策の考え方と具体的な取り組み 

29 

 

２ 施策の考え方 

 本プランを効果的かつ機動的に推進するため、「観光振興に向けた基本方針」をもとに、今後の観光を

取り巻く社会情勢の変化を見ながら、観光振興の一体的な推進を図ります。 

また、観光事業者のみならず、幅広い産業や市民が一体となって、北斗市の特性を生かした魅力ある

観光地づくりを着実に進めていくために、事業については、継続、新規、チャレンジの区分を設けて記

載しました。 

 

事業の区分 

継続・・・・・既に実施しているもので、継続して実施するもの 

新規・・・・・新規に実施を検討するもの 

チャレンジ・・将来に向けて実施が見込まれるもの 

 

３ 実施体制（主体の役割） 

 本計画で掲げた施策の推進にあたっては、行政機関や観光関係事業者はもとより、地域を構成してい

る市民の参画が不可欠です。 

本市では、それぞれが、その得意分野を活かし、連携を取り合って、自主的かつ積極的に持続可能な

観光振興・地域活性化につなげるよう、市民、民間、行政が担う役割を以下に整理します。 

主体 役割 

市  民 ○北斗市在住・在勤の方、市内各種団体、大学生など、北斗市に関わるすべての市民は、北斗 

市の観光振興のパートナーです。 

○本計画を推進するため、北斗市の魅力を一番理解している市民一人ひとりが情報発信者とし 

ての役割を担います。 

民  間 【観光関連団体の役割】 

○観光関係団体（観光協会や商工会、観光振興を目的とする団体等）は、観光客を受け入れる 

着地型観光事業を実施する主体となります。 

○本計画を推進するため、組織体制の強化に努め、着地型観光に関する事業の実施・調整につ 

いて、民間の中心的役割を担います。 

【観光関連事業者の役割】 

○観光関連事業者（直接観光客を受け入れるホテル・旅館、交通事業者、飲食店、土産店、体 

験農場等）は、それぞれの事業を通じた観光振興を推進する役割を担います。 

○本計画を推進するために、観光関連団体と連携し、観光事業の実施主体となります。 

行  政 ○北斗市は観光振興に関わる事業を実施するほか、広く観光情報を発信し、北斗市の魅力発信 

に取り組みます。 

○本計画を推進するため、市民や民間、他市町村等との調整やコーディネートを行うほか、様々 

な事業の実施主体をバックアップする役割を担います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

市民 
観光振興のパートナーで、 

観光情報を発信 

民間 

観光関連団体をはじめ、観光

関連事業者などが連携し、 

観光事業を推進 

 

行政 

観光情報の発信と事業主体

のバックアップ 
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４ 具体的な取り組み 

 観光振興に向けた基本方針を踏まえ、施策の方向性や具体的取組みを次のように設定します。 

大項目 中項目 主な事業 事業区分 主体 

１ 

観光資源の充実

及び周遊観光の

推進 

ア 

観光資源の発

掘・磨き上げ 

○観光資源の発掘と活用 

 地域の優れた自然環境や景観、文化、歴史的遺産など 

観光資源の掘り起こしと、観光資源の活用検討 

継続 行政 

観光協会 

民間 

 ○文化・歴史的遺産などのテーマ別観光メニューの発掘 

と活用 

 箱館戦争や三木露風、縄文文化など文化・歴史をテー 

マにした観光周遊ルートの創出 

継続 行政 

観光協会 

民間 

  ○秋冬観光の開発・促進 

 秋冬の観光客誘致を図るための観光メニューの開発・ 

促進 

チャレンジ 観光協会 

民間 

 イ 

周遊観光の充実 

○域内周遊の促進を図る観光メニューの充実 

 通年で市内観光地や観光関連施設等への回遊を促す 

観光メニューの推進 

継続 行政 

観光協会 

民間 

  ○周遊チケット等の充実 

 はこだて旅するパスポート事業といった周遊チケッ 

トの充実、継続的販売 

継続 民間 

  ○観光資源を活用したモデルコースづくり 

 観光地と地場産品を活用した料理、特産品を提供する 

店舗を組み入れた多彩な観光コースの創出 

継続 行政 

観光協会 

 ウ 

各種イベントの

観光資源化 

○回廊事業の充実 

北斗桜回廊、北斗紅葉回廊、北斗光回廊の充実 

継続 観光協会 

 ○北斗の魅力を生かしたイベント開催の支援 

 北斗市夏まつり、北斗市茂辺地さけまつりなど、地域 

主体で北斗市の魅力を生かしたイベントの支援 

継続 行政 

観光協会 

民間 

  ○北斗市観光交流センターを拠点としたイベント開催 

の促進 

 北斗市観光交流センターを拠点とし、市内事業者が主 

体となったイベントの促進 

継続 観光協会 

民間 

２ 

誘致宣伝の強化 

ア 

各種媒体を活用

した情報発信 

○個人旅行者に対する情報提供ツールの充実 

 旅行者の視点に立った観光パンフレットやリーフレ 

ット、ポスターの作成 

継続 行政 

観光協会 

  ○放送媒体・紙媒体を通じた情報発信 

 テレビやラジオ、新聞、雑誌といった各種媒体を通じ 

ての情報発信の充実 

継続 行政 

観光協会 

  ○ホームページやＳＮＳ、各種メディアを活用した効果 

的な情報発信 

 市・観光協会のホームページやＳＮＳの運用など電子 

媒体による情報発信の充実 

継続 行政 

観光協会 

民間 

 イ 

優位性を活かし

た効果的な宣伝

誘致活動の推進 

○主要都市における宣伝誘致キャンペーンの推進 

 北海道新幹線をはじめ、陸、海、空の交通アクセスの 

利便性や豊かな資源を生かした誘客促進 

継続 行政 

観光協会 

 

 ○旅行代理店などへの宣伝誘致活動の推進 

 旅行代理店や交通事業者、各種スポーツ団体などへの 

効果的な宣伝誘致活動の推進 

継続 行政 

 ウ 

観光統計の効果

的な実施 

○市内観光動向の把握、分析 

 市内観光地などにおける観光アンケート、各種統計を 

活用した観光動向の把握、分析 

新規 行政 
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大項目 中項目 主な事業 事業区分 主体 

  ○観光入込客数などの基礎データの収集 

 市内観光地点、行祭事・イベントの入込数の調査・公 

 表 

継続 行政 

  ○国内外観光客の入込状況調査の実施 

 市内ホテル・旅館業や観光関連施設から国内外観光客 

の動向の把握 

継続 行政 

３ 

観光客受入体制

の充実 

ア 

受入体制の充実 

○きじひき高原パノラマ展望台を核とした観光メニュ 

ーの充実 

 きじひき高原パノラマ展望台を起点とした観光メニ 

ューや、駅周辺で朝夕、積雪時など普段では体験でき 

ない魅力ある観光メニューの充実 

継続 観光協会 

  ○トラピスト修道院を核とした観光メニューの充実 

 ウォーク事業やライトアップ事業、各施設内覧事業な 

ど、トラピスト修道院周辺の景観を活用した観光メニ 

ューの充実 

継続 観光協会 

民間 

  ○その他観光施設等の維持管理 

 七重浜海水浴場の開設、さわやかトイレ（渡島当別駅、 

トラピスト修道院）の維持管理、観光施設の環境美化 

継続 行政 

民間 

 イ 

観光メニューの

充実 

○ニューツーリズムの振興 

 北斗市ならではの観光型体験、産業観光、食、景観、 

健康、温泉など様々な観光資源を活用した着地型の滞 

在プログラムの造成、普及促進 

継続 行政 

観光協会 

民間 

  ○修学旅行向け体験メニューの充実 

 体験メニューの受入先と連携した修学旅行向け体験 

メニューの充実 

新規 行政 

観光協会 

民間 

 ウ 

観光を支える人

材育成の充実 

○観光協会の体制強化 

 地域資源を活用した体験・交流型旅行商品の企画・販 

売など収益事業による自立化の促進 

継続 行政 

観光協会 

  ○観光マネージャーの育成 

 旅行業をマネージメントする旅行業務取扱管理者の 

確保 

チャレンジ 観光協会 

  ○観光情報の共有化 

 観光協会の事業を通じた地域における幅広い産業の 

連携や交流の促進 

継続 観光協会 

民間 

 エ 

誰にもやさしい

観光地づくり 

○観光パンフレットや、観光協会のホームページでの多 

言語表記の充実 

 増加する外国人観光客を受け入れるために、観光パン 

フレットやホームページでの多言語表記の充実 

継続 行政 

観光協会 

民間 

  ○外国人観光客向けの観光メニューの充実 

 新函館北斗駅、北斗桜回廊などで外国人観光客の誘致 

に向けた観光メニューの充実 

チャレンジ 行政 

観光協会 

民間 

  ○視覚的にわかりやすい案内板・標識整備の推進 

 ピクトグラムといった文字以外のシンプルな視覚記 

号など全ての人が分かりやすい案内板・標識整備の推 

進 

継続 行政 

  ○外国人観光客への会話ツールの活用促進 

 外国人観光客が気軽に市内飲食店などに立ち寄れる 

よう指差し英会話シートの活用促進 

継続 観光協会 

民間 
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大項目 中項目 主な事業 事業区分 主体 

 オ 

観光ホスピタリ

ティの向上 

○観光ガイドの育成 

 歴史や文化、食、景観などを活用した観光ガイドの人 

材確保、育成 

継続 観光協会 

  ○接遇研修等の実施 

 市内事業者や市民を対象とした接遇研修の実施 

新規 観光協会 

  ○新函館北斗駅のホスピタリティ向上 

 南北海道の玄関口として国内外の観光客をお出迎え 

するための施設の維持管理の実施 

継続 観光協会 

  ○観光振興に尽力した人や団体などの表彰 

 市功労者表彰による観光振興に尽力した人や団体な 

どの表彰 

継続 行政 

 カ 

観光案内機能の

充実 

○観光案内所の人材育成 

 観光案内所の多言語対応や様々な業務を計画的に処 

理するため、研修等を通じた人材の育成 

継続 観光協会 

  ○観光交流センターの機能充実 

 南北海道エリアへの玄関口として、観光交流センター 

の拠点機能を生かした観光客の利便性を充実、観光情 

報の提供 

継続 観光協会 

  ○ＪＮＴＯ認定外国人案内所の情報機能の充実 

 外国人観光客が不自由を感じることのないよう多言 

語対応など観光機能の充実 

継続 行政 

観光協会 

４ 

多様な交流の推

進 

ア 

交流人口の拡大 

○スポーツ合宿、各種大会の誘致 

 市内スポーツ施設などを活用し、滞在時間の延長や長 

期滞在に向けた取組の推進 

継続 行政 

  ○合宿でのトップアスリートによる技術指導会の実施 

 スポーツ合宿等で滞在している実業団を中心とした 

トップアスリートからの技術指導の実施 

継続 行政 

  ○映画やドラマ、コマーシャル等のロケーション誘致 

 自然景観などを活用した映画やドラマなどのロケ撮 

影に対する支援 

継続 行政 

観光協会 

民間 

 イ 

様々な連携によ

る観光地づくり 

○東京北斗会など本市に縁のある方々への観光情報の 

提供 

 本市に縁のある方々と連携した全国への情報発信 

継続 行政 

  ○北海道・東北新幹線沿線自治体等との都市間交流 

 新幹線で繋がる各自治体と観光という分野における 

都市間交流の推進 

チャレンジ 行政 

５ 

広域観光の推進 

 

ア 

周辺自治体との

連携 

○新函館北斗駅・北斗市観光交流センターの活用 

 みなみ北海道の玄関口である「新函館北斗駅・北斗市 

観光交流センター」の活用促進 

継続 行政 

観光協会 

民間 

  ○定住自立圏の形成に向けた取り組み 

 渡島檜山管内各市町と協働した、観光ＰＲイベント、 

プロモーション、観光メニュー開発の推進 

継続 行政 

観光協会 

  ○広域連携による宣伝誘致キャンペーン 

 みなみ北海道の各自治体と連携した宣伝誘致キャン 

ペーンの推進 

継続 行政 

民間 

  ○広域的視点による周遊観光ルートの構築 

 周辺自治体や新幹線沿線自治体などと連携し、観光資 

源を結びつけた広域的視点による周遊観光ルートの 

構築 

新規 行政 

民間 

  



■第三章 施策の考え方と具体的な取り組み 

33 

 

５ 進捗状況 

 計画期間の折り返し地点である令和３年度に実施した北斗市観光振興プランⅡ検証会議において、具

体的な取り組みの進捗状況の確認を行い、各取り組みに対する進捗状況を数値により示したのもとなり

ます。 

 

【具体的な取り組み別進捗率：令和４年３月時点】          

大項目 
進捗率 

 中項目 

１ 観光資源の充実及び周遊観光の推進 ８８.８％ 

 ア 観光資源の発掘・磨き上げ ８３.３％ 

 イ 周遊観光の充実 ８３.３％ 

 ウ 各種イベントの観光資源化 １００.０％ 

２ 誘致宣伝の強化 ９０.６％ 

 ア 各種媒体を活用した情報発信 １００.０％ 

 イ 優位性を活かした効果的な宣伝誘致活動の推進 ６２.５％ 

 ウ 観光統計の効果的な実施 １００.０％ 

３ 観光客受入体制の充実 ６２.５％ 

 ア 受入体制の充実 ８３.３％ 

 イ 観光メニューの充実 ７５.０％ 

 ウ 観光を支える人材育成の充実 ５８.３％ 

 エ 誰にもやさしい観光地づくり ３７.５％ 

 オ 観光ホスピタリティの向上 ４１.６％ 

 カ 観光案内機能の充実 ９１.６％ 

４ 多様な交流の推進 ７５.０％ 

 ア 交流人口の拡大 ８３.３％ 

 イ 様々な連携による観光地づくり ６２.５％ 

５ 広域観光の推進 ８７.５％ 

 ア 周辺自治体との連携 ８７.５％ 

全体進捗率 ７６.７％ 

※主な事業毎の進捗は、「北斗市観光振興プランⅡ進捗状況」をご覧ください。 

 

６ 進捗状況を踏まえた今後の展開 

 観光資源の充実及び周遊観光の推進と誘致宣伝の強化は進捗率９０％前後となっている一方、観光客

の受入体制の充実は、６２．５％と低調となっております。 

 低調である主な要因は、観光を支える人材育成の充実が過渡期にあって未達成であったことや、コロ

ナ過にあってインバウンド対応が全く叶わなかったこと、観光ガイドの育成や接遇研修などを通じたホ

スピタリティの向上が遅れていることが挙げられます。 

 計画期間の令和５年度までに、観光を支える人材育成の充実のため、観光協会の機能強化を図るほか、

アフターコロナに対応した地域と来訪者の双方がプラスになることによる持続可能な観光振興を進め

ていくことが求められております。 
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１ 北斗市観光振興プラン市民検討会議 

 

（１）開催経過 

平成３０年１１月 １日  第１回北斗市観光振興プラン市民検討会議 

                ・現行北斗市観光振興プランの検証 

                ・北斗市観光振興プランⅡ（素案）の提示 

   平成３０年１２月１８日  第２回北斗市観光振興プラン市民検討会議 

                ・北斗市観光振興プランⅡ（素案）の審議 

                ・原案の確定 

   平成３１年 １月１６日  パブリックコメント手続き（～２月１４日まで） 

   平成３１年 ３月２０日  第３回北斗市観光振興プラン市民検討会議 

                ・成案の確定 

   平成３１年 ３月２７日  市長への答申 

 

（２）委員名簿 

木 村 健 一  公立はこだて未来大学 教授 

   木 村 圭 介  北斗市商工会 青年部部長 

   佐 藤 敏 彦  一般社団法人北斗市観光協会 理事 

   関     司  新函館農業協同組合 大野基幹支店営農センター長 

   金 子   久  上磯郡漁業協同組合 貝鮮焼北斗フィッシャリー担当課長代理 

   勝 又 康 郎  道南いさりび鉄道㈱ 経営企画部専任部長（企画営業） 

   小 倉 哲 夫  ホテル・ラ・ジェントプラザ函館北斗 総支配人 

   谷   まゆ子  谷観光農場（北海道農業士） 

   柄 澤 昌 子  北斗市観光ボランティアガイド 

   塩 地 和 也  株式会社ＪＴＢ北海道事業部函館オフィスグループリーダー 
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（３）北斗市観光振興プラン市民検討会議設置要綱 

北斗市訓令第１９号 

  平成３０年７月４日 

 （設置） 

第１条 北斗市観光振興プラン（以下「観光振興プラン」という。）の策定に係る審議を行うため、

北斗市観光振興プラン市民検討会議（以下「検討会議」という。）を設置する。 

 （所管事項） 

第２条 検討会議は、次に掲げる事項について、審議を行う。 

 (１)観光振興プランの策定に関すること。 

 (２)その他必要な事項 

 （組織） 

第３条 検討会議は、委員１０名で組織する。 

２ 委員は、各種関係者及び学識経験者を有する者の中から市長が委嘱する。 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、観光振興プラン策定の事業が完了するまでとする。 

 ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （委員長等） 

第５条 検討会議に委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選により定める。 

３ 委員長は、会議を代表し、会務を総理する。 

４ 委員長に事故あるとき又は欠けたときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理 

する。 

 （会議） 

第６条 検討会議は、市長が招集する。 

２ 委員長は、検討会議の議長となる。 

３ 検討会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

 （庶務） 

第７条 検討会議の庶務は、経済部観光課において処理する。 

 （その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、検討会議に関し必要な事項は市長が別に定める。 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この訓令は、公布の日から施行する。 

 （有効期限） 

２ この訓令は、平成３１年３月３１日限り、その効力を失う。  
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（４）「北斗市観光振興プラン市民検討会議」における意見 

 

○第１回北斗市観光振興プラン市民検討会議（平成３０年１１月 １日）  

  

・見るもの、食べるもの、学べるものが北斗市には多いと実感しているので、情報発信力を強化す 

べき。 

  ・スムーズに移動できる交通手段があれば、周遊の活性化に繋がると考える。 

  ・最近の観光動向として、普段入られない場所、普段体験できないものなどを求めている。観光客 

の嗜好が変わってきている。 

・訪日外国人旅行者が増えていて、いろいろ観光をご案内したいところだが、詳しい説明ができな 

いでいる。 

  ・観光客の入込が低下してきている。どうやって客足を伸ばしていくのか議論している。 

・はこだてライナーで簡単に函館へ行けるので、北斗にどうやって下りてもらうか悩んでいる。 

・北斗に来る目的、何をさせるかを明らかにした方が良いと考える。 

  ・地域間の交流を行うことで、他の観光地の情報を知り、紹介することができるため、ホスピタリ 

ティの向上につながる。今後はこのような市民レベルの動きが求められる。 

  ・観光協会が主催したガイド講座では沢山の参加者がいたが、いざガイドをやるとなると数が少な 

い。 

  ・市民やガイドが一体となって、観光をサポートしていく必要がある。ボランティアを増やしてい 

き、観光をサポートしていく必要がある。 

  ・資源が点在している北斗市では交通手段がないので、周遊するのが大変難しい。 

  ・交通手段がないと観光地があってもオススメできない状況。 

・春から夏にかけてが観光客のピーク。秋以降も何か取り組みたいと考えているが、なかなか案が 

出てこない。 

・関係者が連携して、体験等を通じた修学旅行の誘致を行っている。 

・北斗市の南北バスのＰＲが弱い。函館バスの時刻表やホームページにも掲載されていない。 

・観光パンフなどは自治体で完結してしまう。周辺自治体の情報を含めた広域のパンフも必要だと 

考える。 

・スポーツ合宿について、各市町、旅行会社、交通事業者が一体となって営業するべき。新たなス 

ポーツ施設ができた際、ターゲット（チームレベルなど）を絞っていく必要がある。 

・今後もスポーツ合宿を伸ばしていく必要がある。 

・地域として観光の受入は素人なので、プロから指導を受けたい。 

  ・道南は１２月から２月が閑散期。訪日のお客様から雪を見たいという旅行エージェントからのリ 

クエストがある。ただ雪をみるだけではなく、自然体験のプログラム化を願う。 
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 ○第２回北斗市観光振興プラン市民検討会議（平成３０年１２月１８日） 

 

  ・情報の流通という点で、情報発信は重要。いさりび鉄道の夜景列車では、ＳＮＳなどを通じて飛 

込みでの参加が多いと聞いている。函館に来てから情報を知るパターンが多いことに驚いている。 

  ・歴史という点で、箱館戦争の舞台が北斗市内にも点在していることがあまり知られていない。そ 

ういう切り口でのＰＲは大切。土方歳三に着目した動きを特出してはどうか。 

  ・北斗市内には史跡説明板が普及されている。活用してはどうか。 

・秋冬の体験の充実は重要だと考える。この季節にお客様が来ても、何もないと言われる。例えば、 

八郎沼で雪像づくり、かまくらづくりなどをしてはどうか。 

  ・函館に来て、現地で歩きながら旅行の計画を立てる人が多い。地図ぶらりというアプリの活用も 

考えられるが、このようなニーズに対応するのが大きな課題。 

  ・外国人指差し英会話シートについて、活用できる場面と、活用できない場面がある。接客モード 

に合わせて作成してもらえれば助かる。 

・ヘルシーウォーキングで人気がある地域は、地域の人が来る方を歓迎しているところのようだ。 

まちで歓迎しようという取組が肝心ではないか。 

・韓国には「オルレ」というものがあり、それも、トレッキング、ハイキングのようなウォークイ 

ベント。ヘルシーツーリズムと関連するので、ぜひ検討してみてはいかがか。 

・ヘルシーツーリズムを展開するにしても、医療や健康増進などしっかりとしたテーマを設定して 

もらいたいし、北斗市の市民が率先してそのような考えで健康増進しているということが大事。 

・スポーツ合宿の利用の推移を拝見すると、３月、４月で３５％を占めているのに驚き。スポーツ 

合宿も含めてヘルスツーリズムというのが北斗市にとって有力な観光コンテンツとなりうる。 

・東京北斗会、子ども観光大使などあるが、北斗市出身者の芸能人を活用してはどうか。 

・ロケーション誘致で、積極的に制作会社にダイレクトメールなりでセールスしてはどうか。 

・台湾に「北斗鎮」というところがあるが、文化交流ができないものだろうか。 

 

 

 ○パブリックコメント手続き（平成３１年 １月１６日～２月１４日まで） 

 

  ・意見なし 
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 ○第３回北斗市観光振興プラン市民検討会議（平成３０年 ３月２０日）  

 

・本プランは５年の計画となっているが、絵に描いた餅とならぬよう、成果の検証が必要となって 

くる。 

・北斗市への来訪するチャンスを増やしたい。いさりび鉄道のダイヤも活用できると思う。 

・情報共有という点で、他の団体の意見を聞くことができ大変勉強なる。 

・「コト」消費として、体験観光は有効と考える。 

・観光ガイドを増やし、市民も他の地域の方々に情報発信できるよう、取り組んでもらいたい。 

・北斗市にはこんな素晴らしいガイドがいるんだね、と言われるようもっとガイド養成をしてほし 

い。 

・観光客は、北斗市だから北斗市へ行こうではなく、北斗市にはこのようなことが面白いから北斗 

市へ行こうという考えとなる。お客様の目線に立った観光振興を行っていただきたい。 

・計画は５年だが、観光のニーズはどんどん進んでいく。時代に応じた対応を願う。 

・青森も海外への定期便が就航していることから、北海道新幹線で繋がる青森の地域と交流をすす 

めていただきたい。 

・特産品開発で地物を使った商品を作っているので、ＳＮＳ等を通じて発信していきたい。 
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１ 北斗市観光振興プランⅡ検証会議 

 

（１）目的 

 平成３１年３月に策定された「北斗市観光振興プランⅡ」の計画期間の折り返し時期である令和３年

度に、プランに登載されている具体的な取り組みの現状把握と今後の展開、新たな課題の整理を行うた

め、策定時の「北斗市観光振興プラン市民検討会議委員」の方をメンバーとした検証。 

 

（２）開催経過 

令和 ４年 ２月 ８日  北斗市観光振興プランⅡ第１回検証会議 

                ・取り組みの現状把握 

                ・取り組みの今後の展開 

                ・新たな課題の整理 

   平成 ４年 ３月 ４日  北斗市観光振興プランⅡ第２回検証会議 

                ・既存事業の検証結果と今後の展開 

                ・新たな環境変化を捉えた施策の展開 

   平成 ４年 ３月２４日  北斗市観光振興プランⅡ第３回検証会議 

                ・検証内容の整理 

 

（３）参加者名簿 

   木 村 健 一  公立はこだて未来大学 教授 

伊 藤 洋 平  北斗市商工会青年部 部長 

   佐 藤 敏 彦  一般社団法人北斗市観光協会 副会長 

   青 山 浩 二  新函館農業協同組合大野基幹支店 営農センター長 

   堀 川   稔  上磯郡漁業協同組合上磯支所 支所長 

   今 村 紳 彌  道南いさりび鉄道株式会社経営企画部 専任部長（企画営業） 

   沼 畑   剛  ホテル・ラ・ジェントプラザ函館北斗 支配人 

   谷   まゆ子  谷観光農場 北海道農業士 

   柄 澤 昌 子  北斗市観光ボランティアガイド 

   塩 地 和 也  株式会社ＪＴＢ北海道事業部函館オフィス 観光開発プロデューサー 
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（４）「北斗市観光振興プランⅡ検証会議」における意見 

 

○北斗市観光振興プランⅡ第 1回検証会議（令和４年２月８日） 

   

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止やアフターコロナを見据えて、市独自のガイドライン 

を作成してはどうか。 

・ワインと野菜のマリアージュをホテルで提供するなど観光面で色んな展開が考えられるのではな 

いか。 

  ・インバウンドの復活は早くとも今秋以降ではと予想されている。 

・北斗市には素晴らしいサッカー場があるので、有効活用してはどうか。 

  ・マイクロツーリズムとして、地元の人が気軽に毎日行けるもの、毎日楽しめるものが道南いさり 

び鉄道沿線に必要では。 

・新函館北斗駅といさりび鉄道を結ぶ道道９６号線を通る路線バスがあると周遊ルートとなるので 

はないか。 

  ・今年度、北海道新幹線を活用して実施した「朝採りはやぶさコーン」を来年度も実施したい。 

・地元の人を呼び込むために、毎週末何らかのイベントを色々な場所で開催する必要があるのでは 

ないか。 

 

○北斗市観光振興プランⅡ第２回検証会議（令和４年３月４日） 

 

  ・サスティナブルツーリズムが主流であり、今後観光の大前提となるので、観光客、地元の人がお 

互いにプラスになることを考えて観光を進めていく必要がある。 

  ・「街歩きガイド」は、歩ける範囲でガイドするのが主であるが、北斗市は観光地が点在しており交 

通手段もあまりない。 

・地域の方が自分たちのまちのことや自分達がやっていることを話してくれることが、来た人にも 

伝わり、魅力となるのではないか。 

  ・「ガイドをしてほしい」と言うと、歴史的なことを覚えてたくさん話をしないといけないと思われ 

がちだが、まちや自分たちのことを話しするのが大切だと思うので、多くの地元の方に一緒にガ 

イドをして欲しい。 

  ・北斗市に魅力があるのに伝えるすべがないのが非常に残念である。 

  ・ガイド内容は、歴史などはエビデンスがある知識をもったガイドを養成していくことが必要。 

  ・北斗市は、地元の人と触れ合う機会があればその方がどこかいいところへ案内してくれるような 

雰囲気のある街であると感じている。 

  ・新型コロナウイルス感染症の拡大防止策をきちんと実施し、それを発信することで観光客も安心 

して北斗市に訪れることができるのではないか。 
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  ・団体の予約状況を見ると昨年より増えており、新型コロナウイルス感染症への考え方が変わって 

きているのではと感じる。 

  ・地域のコアな質問をされることが多いので、市内情報をマニュアルにしようかと検討している。 

  ・列車で観光案内などをするスタッフがいるが、一気に大人数が乗車すると案内できないこともあ 

るので、地元の方が列車に一緒に乗り案内することも良いのではないか。 

  ・駅から降り立った先の部分で、地元の方がガイドしてもらうことで点を線にし、もっと地域を楽 

しんでもらうことができるのではないか。 

 ・いさりび鉄道に観光ガイドが乗車するイベントなどがあると、地域への関心や魅力が高まるので 

はないか。 

  ・観光スポットについて地元の人は価値を感じていないが、実は外から見ると珍しい場所も多くあ 

るので、それを掘り起こすことによって宿泊需要に繋がるのではないか。 

  ・観光ボランティアガイドが活動しやすいような環境づくりを行っていただきたい。 

・桜回廊などで案内やパンフレットを配布する人は、外部委託ではなく北斗市内のまちの人が行っ 

た方が、まち自体が盛り上がるではないかと思う。 

・戊辰戦争のモニュメントは見ている観光客は多数おり、今後は外国語版の説明書があっても良い 

のではないか。 

 

○北斗市観光振興プランⅡ第３回検証会議（令和４年３月２４日） 

    

   ・ボランティアガイドも実施できる状況となっているので、イベント等で実施していることを周 

知すれば今後に繋がるのでは。 

   ・北斗市は自然環境が豊かなので、風土を活かしたワインづくりをして欲しい。 

   ・北斗市でなければいけないということが大事なので、魅力をみんなで磨き上げていきたい。 

   ・ワインを作ることが先で、その後に観光要素を付けていくのが良い。 

   ・ワインを含め北斗市の観光資源は、公共交通に問題がある。 

   ・ワインは生産量が限られているので、作り手を増やしていかなければならないのでは。 

   ・スポーツ合宿の高校生から北斗市の米は美味しいと大好評であり、生産しているところを見た 

いなどの声があるので、スポーツ合宿と体験を組み合わせるのも良いのでは。 

   ・６次化の集まる観光地としていくのも良いのではないか。 

   ・北斗市は農産物等の生産力や魅力あるものが沢山あるので、それを情報発信していければ良い 

のではないか。 

   ・新幹線駅ができたことにより、駅名で「北斗」は全国的に知られてきているので、その知名度 

を生かし、事業者とお客様の「橋渡し」、そして持続可能できるように行政がサポートしていけ 

ば良いのでは。 
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（５）「北斗市観光振興プランⅡ検証会議」を終えて 

 
 ①新型コロナウイルス感染症の影響 

 ・令和２年度から続く新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた２年で、今後は、アフターコ 

ロナを見据えた受入体制の構築や衛生環境の整備が求められるものと考えられます。 

 

  ＜観光入込状況＞   

年度 入込客数 対令和元年度比 
対令和元年度 

比率 

令和元年度 741,300人 － － 

令和２年度 428,500人 △312,800人 57.8％ 

令和３年度 516,900人 △224,400人 69.7％ 

 

  ＜イベント振興経費に掲げるイベント実施状況＞ 

年度 
予算計上した 
イベント数 

うち中止した 
イベント数 

実施率 備考 

令和元年度 11 10 90.9％ 中止：ふるさとの夏まつり 

令和２年度 10 4 40.0％  

令和３年度 11 6 54.5％  

 

 ②観光振興プランⅡに掲げる施策の進捗状況 

 ・下表のとおりこれまでの施策の取り組み別進捗状況では、「観光資源の充実と周遊観光の推進」や 

「誘致宣伝の強化」は９０％前後である一方、「観光客の受入体制の充実」は６２．５％と低調であ 

るのがわかります。 

 ・低調である主な要因は、観光を支える人材育成の充実が過渡期にあって未達成であったこと、コロ 

ナ禍にあってインバウンド対応が全く叶わなかったこと、観光ガイドの育成や接遇研修などを通じ 

たホスピタリティの向上が遅れていることが挙げられます。 

 ・計画期間中の令和５年度までに、観光を支える人材育成の充実のため、観光協会の機能強化を図る 

ほか、アフターコロナに対応した地域と来訪者の双方がプラスになることによる持続可能な観光振 

興を進めていくことが求められます。 

 

【具体的な取り組み別進捗率：令和４年２月時点】          

大項目 
進捗率 

 中項目 

１ 観光資源の充実及び周遊観光の推進 ８８.８％ 
 ア 観光資源の発掘・磨き上げ ８３.３％ 
 イ 周遊観光の充実 ８３.３％ 
 ウ 各種イベントの観光資源化 １００.０％ 

２ 誘致宣伝の強化 ９０.６％ 
 ア 各種媒体を活用した情報発信 １００.０％ 
 イ 優位性を活かした効果的な宣伝誘致活動の推進 ６２.５％ 
 ウ 観光統計の効果的な実施 １００.０％ 

３ 観光客受入体制の充実 ６２.５％ 
 ア 受入体制の充実 ８３.３％ 
 イ 観光メニューの充実 ７５.０％ 
 ウ 観光を支える人材育成の充実 ５８.３％ 
 エ 誰にもやさしい観光地づくり ３７.５％ 
 オ 観光ホスピタリティの向上 ４１.６％ 
 カ 観光案内機能の充実 ９１.６％ 

４ 多様な交流の推進 ７５.０％ 
 ア 交流人口の拡大 ８３.３％ 
 イ 様々な連携による観光地づくり ６２.５％ 

５ 広域観光の推進 ８７.５％ 
 ア 周辺自治体との連携 ８７.５％ 

全体進捗率 ７６.７％ 

    ※進捗率は、事務局が別に定める方法によって独自に測定した数値であること。 
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 ③今後の展開 

 ・三ツ石地区や文月・向野地区ではワイン用のブドウ栽培が行われており、特に文月・向野地区にお 

いては令和５年度以降にワイン醸造所の建設が予定されており、農業振興のみならず６次産業化に 

よる商業や観光などの地域全体への産業振興につながるものとして期待されるところです。 

 ・整備が予定されているワイナリーなどの新たな観光資源を活かすため、多様な関連事業者との連携 

を強化し、地域の方々が価値を見出すような資源の磨き上げをどう図るかが大きな課題であり、次 

期計画では更に踏み込んだ施策の展開が求められます。 

 



 

 


